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本本レポートは、次の対象範囲、活動期間についてまとめています。

対象範囲：ISO14001 認証取得範囲の拠点
※本社及び7関連事業所(5 頁参照)

活動期間：2019 年4月1日～2020 年3月31日 （2019 年度）
※対象期間後の情報も含みます

※本レポートに掲載しているSDGｓロゴについては28頁を参照



2020 年 7月
株式会社ＮＥＣライベックス
代表取締役執行役員社長

ごあいさつ

ＮＥＣライベックスは、1970 年の創業以来、 「食の安全安心」 を基本にお客さまに快

適で健康に配慮した食事のご提供、充実した品揃えによる商品のご提供などのサービスを

通じて福利厚生を担うべく事業活動を行ってまいりました。

当社は、ＮＥＣグループ企業の一員として、 ＮＥＣグループ環境経営行動計画2020/

2030 を推進し、 また当社環境方針の実現に向け、 事業活動と環境保全を関連付けながら、

積極的に活動を推進しております。

2019 年度は、年間を通じて 「環境法令の順守」「プラスチック循環の実現」を活動方

針に掲げ、環境教育や環境ニュース等を活用し、従業員の取組意識を高めることに主眼を

おき、活動してまいりました。

特に「プラスチック循環の実現」については、ＮＥＣ関係部門との連携を強化し、当社

が運営する売店において、法制化に先駆けたレジ袋の有料化やプラスチック製ストローの

廃止等の施策を積極的に推進し、ＮＥＣ拠点内で消費するプラスチック製品を大幅に削減

することができました。

一方で、当社を取り巻く市場動向は絶えず変化しており、昨今では、台風被害や新型コ

ロナウイルスの感染拡大により、当社運営施設の事業運営に大きな影響が出ている中で、

環境負荷低減活動を評価するための新たな視点や基準が必要であると感じております。

中長期的には、将来を見据えた気候変動対策やＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）におけ

る当社に関連する重要課題を再確認し、当社として何をすべきかをさらに具現化して活動

に取り込み、企業の社会的責任を果たしてまいります。

今般、昨年度１年間の取り組みの成果をまとめた「環境

アニュアルレポート２０２０」を発行いたしました。

本レポートをご高覧頂き、当社の環境経営への忌憚のな

いご意見を賜りますようお願い申し上げます。
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１．会社概要

当社は、ＮＥＣグル－プを中心とした福利厚生業務の専業アウトソーシング会社として、

専門性の追求と品質・サ－ビスの拡充に努め、お客様により満足のいただけるライフソリュ

ーションのご提供を心がけています。

会社概要

Â会 社 名 ： 株式会社ＮＥＣライベックス

Â本 社 ： 東京都港区三田1-4-28 三田国際ﾋﾞﾙ6階

Â設 立 ： 1970 年10月14日

Â代 表 者 ： 代表取締役執行役員社長 溝辺 隆之

Â資 本 金 ： １億円

Â従業員数 ： 1,978 名(2020 年3月末現在)

Â売 上 高 ： 121 億円(2020 年3月期)

Â事業内容 ： ＮＥＣグループを中心とした福利厚生、オフィスビジネス等のサービス業

Â営業拠点 ： 全224 拠点（2020 年4月1日現在）

経営ビジョン

Â顧客本位

お客さまの声を大切にし、最高のサービスを創造、提供します。福利厚生のコントラクト

事業を通じ、最も信頼されるパートナーとなります。

Â変革へのチャレンジ

従業員の尊厳を守り、自主性、創造性を大切にすることで、変化へ的確に対応します。

Â社会との調和

地域や社会の一員として、積極的に社会に貢献します。
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２．環境マネジメントシステム（現状と取り組み）

当社は、環境方針を制定し、国際規格である ISO14001 に準じた環境マネジメントシス

テムを構築し、継続的に改善を図るため、年間計画に沿った環境活動を推進しています。

（１）環境方針

ＮＥＣライベックスは、お客さまに安全安心な福利厚生サ

ービスの提供を通じて持続可能な社会づくりに貢献します。

１．お客さまや地球環境の環境負荷低減、気候変動の影響

軽減に貢献するため、次の活動を重点的に取り組みます。

（１）省エネルギー及び省資源の推進

（２）食品ロス等の廃棄物削減及びリサイクルの推進

（３）環境に配慮した商品及びサービスの提供

２．事業活動に伴う環境関連法規制、およびステークホル

ダーとの合意事項を順守すると共に、事業活動全体での、

省エネルギー、省資源、化学物質や廃棄物などによる環

境汚染の予防に努めます。

３．事業活動における環境関連情報を、ステークホルダーに対し開示します。

４．従業員一人ひとりの環境意識を高め、気候変動対応や資源循環推進、生物多様性保全を
始めとした地球環境保全に貢献します。

５．環境マネジメントシステムを構築し、環境目標を定めて運用するとともに、定期的に見
直しを行い、環境パフォーマンスの継続的な改善に努めます。
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制定日 ：2007 年 4月 1日
最近の改訂日：201 9年 9月 1日
株式会社ＮＥＣライベックス

代表取締役執行役員社長
溝辺 隆之

環境方針ポスター



（2） ISO14001認証

Â認証取得及び拡大

当社は、1998 年10月、オフィス向け食堂・売店を運営する複合事業体として、業界で

初めてISO14001 をＮＥＣ本社ビルにおいて認証取得しました。

また、2007 年12月、本社及び７ヵ所の関連事業所に取得範囲を拡大し、 現在に至って

います。

Å登録事業者 ：株式会社ＮＥＣライベックス

Å登録活動範囲：

NECグループを中心とした福利厚生、オフィスビジネス等の

サービス業

（売店・食堂・宿泊研修施設運営、厚生文体施設運営管理、

ヘルス&スポーツに関する事業及びその付帯業務）

Å関連事業所 ：

本社、大橋会館、ＮＥＣグリーンプラザ玉川・溝の口、

ＮＥＣ本社ビル、玉川地区、府中地区、我孫子地区

Å審査機関 ：一般財団法人 日本品質保証機構(JQA)

Å登録証番号 ：JQA-E-900066AB

Å登録日 ：1997 年10月31日

Å有効期限 ：2021 年10月30日

（3） 環境推進体制

当社は、社長と環境担当役員をトップマネジメントとし、ＩＳＯ対象範囲と範囲外に体制

を分けて構築・運用しています。３ヶ月ごとに開催する環境経営委員会において、重要事項

を審議し、地区委員会において周知徹底を図っています。

ISO14001 登録証

環境推進体制図（2020.7 現在）
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（4）順守評価

当社は、関係する環境関連の法律、条例、その他要求事項について、ISO対象拠点を含む

全ての拠点を対象に毎年順守評価を実施しています。

2019 年度は、 改正された環境関連法や条例を特定したリストを更新し、10月に全拠点の

対象法規制等の順守を確認しました。

Â順守評価シートやガイドラインを活用した順守評価の実施

専門知識が必要な順守評価を適正に実施するため、条文をわかりやすい表現にした「順

守評価シート」と正しい評価基準が選択できるように「順守評価ガイドライン」を活用し

ています。

2019 年度は、法改正情報を反映し、評価シートとガイドラインを一部改訂して実施しま

した。

Â化学物質及びフロン機器の定期棚卸し実施

化学物質及びフロンに関する法令順守を確実なものとするため、毎年２～３月に定期的

な棚卸を実施し、管理対象物に漏れがないか、確認をしています。

2019 年度は、 社内監査や環境パトロールで指摘された事項を改善するため、 各種ガイ

ドラインを活用しながら、計画通り２～３月で実施しました。

６

順守評価シート順守評価ガイドライン

フロン機器運用ガイドライン
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化学物質運用ガイドライン



Â産業廃棄物処理委託業者の現地確認

当社は、産業廃棄物の処理を委託する全ての業者を対象に３年毎に現地確認を行ってい

ます。

2019 年度では、新たな委託契約を締結した処理会社 (9 社) の現地確認を締結前に実施

しました。

確認結果は報告書にまとめ、社内関係者に情報共有を図りました。

Â電子マニフェストの運用定着化

廃棄物処理法の確実な順守と管理業務効率化を図るため、

2016 年4月から全ての産廃排出拠点 (約70ヵ所) で電子マニ

フェストを運用しています。

2019 年度は、 新たに産業廃棄物を排出した拠点の担当者

向けに簡易手順書を作成して導入教育を実施し、適正なシス

テム処理ができるように全社事務局でフォローを行いました。
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廃棄物処理業者状況確認報告書

電子マニフェスト簡易手順書
（導入教育資料）



（5） リスクマネジメント （緊急事態対応）

当社は、ISO14001 の要求事項に対応し、会社を取り巻く事業課題から環境課題に関連す

る「リスクと機会」を特定しています。

2019 年度は、 当社が特定したリスクの中から、「液体（化学物質、廃食油）の漏えい」

を統一テーマとし、ＩＳＯ対象全拠点にて緊急事態対応訓練を実施しました。

前年度の訓練の反省を踏まえ、油と水の両方に使用可能なオイルキャッチャーと吸着シー

トを追加配備し、実際に液体（訓練時は水）を流して備品の効果をテストし、問題がないこ

とを確認しました。
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緊急事態対応訓練の風景（化学物質漏えい） 緊急事態対応訓練の風景（廃食油漏えい）

緊急事態対応ガイドライン



（6） 環境教育・意識啓発活動

当社は、年間計画にもとづき、環境教育や環境意識啓発行事を実施し、従業員の

環境への意識向上を図っています。

Â従業員向け環境教育の実施

2019 年度は、11月の環境月間行事の１つとして「プラスチック循環の実現」を統一テー

マに掲げた自覚教育を実施し、全従業員が受講を修了しました。

従来、 ISO拠点では全員が集合形式で教育を受講していましたが、今回よりWeb教育を基

本とし、Web 受講ができない従業員向けに朝礼の一部の時間を活用して毎週少しずつ繰り返

し教育することで理解度が向上するように工夫しました。

Â専門教育の実施

人事異動等により、 責任者が変更になった場合や新規に産業廃棄物を排出する場合など

に必要に応じて対象者向けの専門教育を実施しています。

2019 年度は、前年度と同様に環境関連法規制の順守評価者や電子マニフェスト操作者、

内部監査員等に対し、 以下のとおり専門教育を実施し、必要な力量を確保しました。
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教育資料（朝礼用）

2019 年度専門教育一覧



Â環境月間、省エネ月間イベントの実施

毎年6月と11月を環境月間、2月を省エネ月間とし、各種行事を企画して全国の従業員に

積極参加を呼びかけ、環境意識の向上を図っています。

2019 年度は、 6月に「“プラスチック循環の実現”に関するクイズ」を実施し、 1,600 名

を超える参加者 （従業員の約8割） となりました。

また、 クイズの最後に「自分ができるプラスチック削減対策（アイデア）」の記入欄を

設けることにより、従業員の海洋プラスチック問題に対する関心を高めることができまし

た。

また、2月の省エネ月間では、 ISO全拠点において省エネパトロールを実施し、エネル

ギー削減につながる指摘や提案事項を抽出しました。

特にグリーンスイミングクラブ玉川においてはLED化されていない照明設備をリストアッ

プし、来年度以降の施設照明のLED化推進計画を立案しました。
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環境クイズ応募用紙

省エネパトロールチェックリスト（一部）

75%

25%

13%

2%

5%

8%

5%

3%

13%

自分ができるプラスチック削減対策集計結果



（7）環境コミュニケーション

当社は、社内外のステークホルダーに対し、各種ツールを活用して積極的に情報発信して

います。

2019 年度の主な活動は以下のとおりです。

Â内部（社内）コミュニケーションの実施

2013 年度より、従業員への情報提供ツールとして毎月「環境・衛生・安全ニュース」

を発行しています。

2019 年度は、「プラスチック循環の実現」をテーマに、毎月ニュースを発信しました。

Â外部（社外）コミュニケーションの実施

Å環境アニュアルレポートの発行

2003 年度より、前年度の環境活動を総括したアニュアル

レポート （年次報告書） を毎年発行し、社外向けのホーム

ページ上に掲載し、一般公開しています。

2019 年度は、環境方針の改訂時期に合わせ、 2019 年

9月に発行し、ステイクホルダーに情報発信を行いました。
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環境・衛生・安全ニュース

環境アニュアルレポート表紙



Å三田国際ビル環境情報交流会の活動推進

2018 年5月、当社が発起人となり、三田国際ビルに本社機能があるＮＥＣグループ関係

会社による環境情報交流会を立ち上げました。

現在４社（ＮＥＣネクサソリューションズ、日本電気通信システム、ＮＥＣフィールディ

ング、 当社）が加盟しており、 ＮＥＣおよびＮＥＣグループ関係会社にも参加を要請し、

交流会を活性化しています。

2019 年度は、6月の環境月間において 「環境映画上映会」を共同開催しました。

上映会では、受付にて約60名の参加者に賞味期限が近くなった災害備蓄品を配付して廃棄

物の削減を図り、映画を鑑賞して 海洋プラスチックごみ問題の深刻さを学ぶことができま

した。
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上映会開催の様子映画上映会告知ポスター



（8）ISO14001の内部監査及び外部審査

当社は、年間計画にもとづき、内部監査を実施しています。

また、 ２種類の外部審査を受審し、 第三者の観点からISO14001 の適合状況や指摘された

事項について、適宜改善活動を実施しています。

2019 年度は、以下の監査及び審査が行われました。

Â内部監査の実施

2019 年10月、ＮＥＣグループ会社の監査員を加えた内部監査チームを編成し、内部監査

を実施しました。

監査対象は全社事務局及び ８部門全てとし、監査実施後に、指摘された課題を全て改善

し、 有効性を確認しました。

Â外部審査の実施

Å直接審査

財団法人日本品質保証機構（JQA）の審査員による直接審査は、ＮＥＣの審査計画に基

づき行われています。

2019 年度は直接審査の対象となりませんでした。

ÅＮＥＣ環境経営監査（代替審査）

2019 年9月、 ＮＥＣグループ監査員によるＮＥＣ環境経営監査を受審しました。

同時に、ＪＱＡ審査員によるWitness 審査が行われ、ＮＥＣグループ監査員の行動が審査

されました。

結果として “ISO14001 規格に基づく環境マネジメントシステムが維持管理されている”

との総合評価を受けました。 また、指摘された課題は全て改善しました。
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NEC環境経営監査
（オープニング会議）

NEC環境経営監査
（現場パトロール）



３．環境目標及び実績

当社は、環境方針を制定し、国際規格である ISO14001 に準じた環境マネジメントシステ

ムを構築し、継続的に改善を図るため、年間計画に沿った環境活動を推進しています。

（1） 2019年度 （目標達成状況）

2019 年度は、全ての目標をほぼ達成することができました。
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2019 年度
目標

2019 年度
実績

評価活動項目

【地球温暖化防止】

エネルギー使用量（絶対値）削減

【資源循環】

1食あたりの生ゴミ発生量の削減

水道使用量の削減

プラスチック循環の実現

【環境に配慮した事業の推進】

プラスチック循環の実現

食堂利用者への環境情報提供

備蓄品管理サービスの推進

生物多様性保全活動への全員参加

（リテイル事業部）

（フードサービス事業部）

※原油換算、前年度比
1.0 ％削減 8.9 ％削減 ○

28.5g 以下/ 食 29.6g/ 食 △

9回 9回 ○

44件 62件 ○

2件以上 2件 ○

30人 30人 ○
（スタフ）

（ウェルネスサービス事業部）

【評価基準】

○：達成（100 ％以上）、△：未達成（90%以上100 ％未満）、×：未達成（90% 未満）

0.5 ％削減 6.2 ％削減 ○

2件以上 2件 ○

※

※

※期中で上方修正



（2） 2020年度 （中期計画・目標）

2020 年度は、ＮＥＣが策定するＮＥＣグループ向け環境中期計画（NECエコアクション

プラン）に準じて目標を策定しました。

前年度の目標項目は変更せず、目標値の見直しを行いました。
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中期計画
（2022 年度）活動項目

【地球温暖化防止】

エネルギー使用量（絶対値）削減

【資源循環】

1食あたりの生ゴミ発生量の削減

水道使用量の削減

プラスチック循環の実現

【環境に配慮した事業の推進】

プラスチック循環の実現

プラスチック循環の実現

環境配慮型備蓄品の拡販

SDGs活動の推進

2020 年度
目標

（フードサービス事業部）

（ウェルネスサービス事業部）

（リテイル事業部）

年率1％削減 前年比1％削減
※原油換算、前年度比

前年度実績以下 29.6g 以下/ 食

前年度実績以上 2件以上

前年度実績以上 12件以上

（スタフ）

前年度実績以上 1人2件以上

年率0.5 ％削減 前年比0.5 ％削減

前年度実績以上 5件以上

前年度実績以上 3件以上

※予算外受注数



４．環境負荷状況 （マテリアルバランス）

当社は、事業に係わるエネルギーや資源の投入量（INPUT）、及び事業活動の結果生じた

環境負荷の量（OUTPUT）を把握し、環境負荷の削減に向けて取り組んでいます。

2019 年度 １年間の環境負荷状況は以下のとおりです。

ＮＥＣ玉川事業場が2019 年10月の台風19 号で被災した影響により、結果的にエネルギー

の使用が減り、CO2や排水は削減となりましたが、各施設に設置していた冷凍・冷蔵設備や

什器類を廃棄処分したため、産業廃棄物は前年度比約 2％増加しました。
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事業活動

エネルギー計

119.4 km 3

7.1 t 

4,540 MWh 

386 km 3

0 kl 

1,616 kl 

3,290 t 

109.1 km 3

450 t 

76 t 

46.3 ｔ

【ＩＮＰＵＴ】 【ＯＵＴＰＵＴ】

（前年度比91％）

廃棄物計 526 t

（前年度比94％）

（前年度比100 ％）（前年度比94％）

（前年度比97％）

（前年度比102 ％）

（前年度比94％）

（前年度比91％）

（前年度比93％）



５．主な環境負荷低減活動

当社は、環境負荷を低減するため、諸々の活動を計画的に実施しています。

(1)エネルギー使用量削減

2019 年度は、前年比1％削減目標に対し、実績は8.9 ％削減となりました。

2011 年度からの9年間の平均で省エネ法が求める年率１％削減を達成しています。

Â当社所有施設における活動

Åスマートクロックの活用

ウェルネスサービス事業部では、運営するスイミングクラブにおいて、2016 年7月から

日本テクノ株式会社が提供するサービスを活用してピーク時の最大電力を下げる活動を積

極的に展開しています。

具体的には、リアルタイムに消費電力量を計測し、設定したレベルに応じた状態が色で

表示される「スマートクロック」をフロント受付付近に、「操作盤」を事務所内に設置し

て消費電力量の「見える化」を図っています。

2019 年度は、新規会員に対する周知活動を推進し、 会員と一体となったエネルギー削

減を取組強化しました。
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KL

2,047 1,995 1,941 1,966 1,993 1,967 
1,819 1,774 

1,616 

1,000

1,500

2,000

2,500

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

エネルギー使用量推移（原油換算）

消費電力量の見える化
（スマートクロック）

告知ポスター



ÂＮＥＣ事業場における活動

Å省エネ型機器（自販機）の導入

リテイル事業部では、ＮＥＣグループ各拠点に設置している自販機を毎年計画的に、

「省エネ型」に更新しています。

2019 年度は、ＮＥＣ および ＮＥＣグループ会社拠点を中心に143 台を省エネ型自販機

に更新することができました。この更新した自販機が１年間フル稼働したと想定すると約

13.2 ｔのＣＯ2  が削減できることになります。

Å省エネ型機器（冷蔵設備）の導入

リテイル事業部では、運営する売店において老朽化する設備を計画的に更新しています。

2019 年度は、ＮＥＣ本社ビル内の売店を8月にリニューアルオープンする際、ウォーク

インストッカーを省エネタイプの機器に更新し、電気使用量を削減しました。
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省エネ型自販機

ウォークインストッカー全景



(2)廃棄物排出量削減（食品ロス、リサイクル）

当社は、廃棄物の排出量を削減するため、諸々の削減活動をしています。

Â食堂/ 売店の生ゴミ排出量削減活動の実施

Å調理ロス対策

フードサービス事業部では、運営する食堂に従事する従業員向けに研修会を実施し、調

理におけるロス（材料・熱量）を極力発生させないよう、技術の向上を図っています。

2019 年度は、以下のとおり実施しました。

Å売れ残り対策

フードサービス事業部及びリテイル事業部では、運営する食堂及び売店において、曜日

や天候、イベント有無を加味した在館人数を想定し、時間帯別の販売状況を管理して食材

や弁当の発注数の最適化を図り、機会損失を撲滅しつつ、売れ残りを減らす努力をしてい

ます。また売り切れによるＣＳ低下を防止するため、追加調理のタイミングにも配慮して

います。

2019 年度は、 働き方改革によるテレワークの導入で曜日別の利用者数が大きく変動し

ましたが、需要予測の精度向上を図り、ロスを最小限に抑制することができました。

また、ＮＥＣの各種行事に合わせたスペシャルメニューの提供を行い、食堂利用者数増

につながるようなメニューの充実を図りました。
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「ＮＥＣグループバリューの日」
スペシャルメニュー

実施月 研修名 参加者数

7月 調理研修会（日本料理） 6名

9月 調理研修会（中国料理） 8名

2019 年度研修開催実績



Â食物循環型システムの運用

ＮＥＣ事業場における食堂及び売店では、排出される生ごみをコンポスト（肥料）化して

農家に提供し、肥料で育った野菜を、食材として購入・加工し、新たな食堂メニューとして

食堂利用者に提供したり、野菜を売店で販売する 「食物循環型システム」 の運用に協力し

て活動しています。

Å食物循環型システムによる有機（ECO）野菜販売事例

リテイル事業部では、ＮＥＣ玉川事業場売店において、ＮＥＣと共催し、６月と11月に

「食物循環型システム」で栽培した有機野菜の販売会を実施しています。

当日の朝に収穫した新鮮な野菜をお手頃な価格で提供しながら、売店を利用する多くの

従業員へ活動を紹介し、コンポストも無償配付して環境意識の啓発も行っています。

2019 年度に販売した主な野菜は以下のとおりです。

【6月】

枝豆、インゲン、トマト、ミニトマト、じゃがいも、ナス他

※夏野菜全9種類

【11月】

台風の影響で冬野菜の発育不良のため、販売中止
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販売中の夏野菜 販売中の売店風景

無償配付のコンポスト（肥料）



Â廃食油リサイクルの推進

当社は、揚げ物調理後に使用済となった廃食油のリサイクル化を推進しています。

廃食油はリサイクル業者を通じて家畜飼料や工業製品 （石鹸等）、バイオ燃料等にリサイ

クルされています。

2019 年度は、3月よりフードサービス事業部が運営する

宿泊・研修施設の大橋会館において、リサイクルを開始し

ました。

廃食油リサイクルは、年々全国に範囲を拡大し、回収量

は年間で20ｔを超え、対前年比で103 ％に増加しました。

当社は、海洋プラスチック問題の重要性を認識し、ＮＥＣと連携して事業

場や営業拠点内売店におけるプラスチック削減活動を推進しています。

Âプラスチック循環対応部会の新設

当社は、全社目標として掲げた「プラスチック循環の実現」の数値目標を達成することは

もちろんのこと、全社を挙げて積極的な活動を推進し、プラスチック削減に貢献するため、

関係部門から適任者を選出し、環境経営委員会の下部組織として専門部会を新設し、 4月よ

り活動を開始しました。

■「シェアリング・エコバッグ」施策の展開

リテイル事業部では、6月のＮＥＣグループ環境月間において、売店におけるレジ袋使用

枚数の削減を目的とした施策を実施しました。

ＮＥＣ本社ビルに勤務するＮＥＣグループ従業員に協力を呼びかけ、家庭で眠っているエ

コバッグや紙袋を無償提供してもらい、売店に回収箱を設置して、売店利用者にレジ袋の代

わりに自由に利用してもらうという新しい試みでした。

結果として、施策実施前と比較し、レジ袋使用枚数が約２割削減

できました。
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シェアリング・エコバッグ告知ポスター、回収・活用箱

廃食油保管場所

(3)廃棄物排出量削減（プラスチック循環）



Âレジ袋有料化の先行実施

リテイル事業部では、2020 年7月から始まるレジ袋有料化の法制化を見据え、ＮＥＣと

連携し、1月より京浜地区、3月より田町地区及び名古屋の各拠点内売店において、これま

で無償配付していたレジ袋をバイオプラスチック配合の材質に変更し、 さらに２種類に集

約して、1枚3円での有料販売を開始しました。

また、今回のレジ袋有料化と同時に、 売店内カフェコーナーのアイスコーヒー用カップ

の飲み口を変更して無償配付していたプラスチック製ストローの廃止およびプラスチック

製マドラーの紙製への変更により、 売店内でのプラスチック製品を大幅に削減することが

できました。

Âリシール缶飲料の販売

リテイル事業部では、 9月よりＮＥＣ玉川事業場売店において

リシール缶を採用した足柄茶３種類の販売を開始しました。

リシール缶は、光を遮り、酸化速度を遅らせることができ、

香り美味しさ長持ちさせることはもちろんのこと、ペットボトル

の代替化も可能であり、今後は販売店舗の拡大を検討していきま

す。
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レジ袋販売コーナー告知ポスター マイバッグ販売コーナー

足柄茶販売コーナー



当社は、お客さまの環境負荷を削減するため、様々な活動を実施

しています。

Â環境貢献商品の販売促進

リテイル事業部では、環境貢献商品として、省エネ機器、エコ製品等の販売促進活動を

年間を通して実施しています。

2019 年度は、 環境月間において、 株式会社ホタルクス製のＬＥＤ照明器具や象印製の

マグボトルのWeb販売キャンペーンを行いました。

Â環境に配慮した防災備蓄品の提案

ウェルネスサービス事業部では、 ＮＥＣおよびＮＥＣグループ会社に納入している防災

備蓄品の更新時に、環境配慮型製品（省資源、省スペース） との入替えを提案しています。

これにより、お客さまの備蓄品の保管スペースの削減や使用後の包装 ・空缶等の廃棄物

を抑制できます。

2019 年度は、以下の環境配慮型製品を各社に提案し、延べ187 拠点に納入しました。
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主な環境配慮型備蓄品

折りたたみ防災ヘルメット
（省スペース・省資源）

トイレ、汚物圧縮保管袋
（省スペース）

サバイバルパン、
ビスケットコンパクト

（省スペース・省資源）

LEDヘッドライト
（省エネ）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

(4)お客様における環境負荷の低減

LIVEXNET e-shop イメージ



Â栄養メモ立てによる環境情報の発信

フードサービス事業部では、運営する食堂の利用者の方々に対

して、食堂テーブル上に置くメモ立てを活用して有益な環境情報

を提供することを環境目標に設定し、活動を推進しています。

2019 年度は、 ＮＥＣ関係部門と協議しながらコンテンツを作

成し、様々な環境情報を 9回発信しました。

当社は、生物多様性に関する従業員の意識を高めるため、身近な活動への参加を

促進しています。

ÂＮＥＣ主催イベントへの参加

スタフ部門では、ＮＥＣが主催する生物多様性保全活動や関連する展示会 ・ セミナーへ

の参加を目標化して積極的に取り組んでいます。

2019 年度は、 ＮＥＣが芝公園で実施する「ネイチャークエストｉｎ芝公園 」や N E C

本社ビルで行われた「打ち水日和」イベント、環境月間の映画上映会等にスタフ全員が参加

し、延べ 60件（2件/ 人） の実績でした。
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ネイチャークエストin芝公園風景

(5)生物多様性保全活動

栄養メモ立て

環境情報発信（例）



６．社会貢献活動

当社は、ＮＥＣや地域と一体となり、様々な社会貢献活動を継続して実施しています。

（1） 寄付活動
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Âプライベートブランド飲料による寄付

リテイル事業部では、2008 年度からプライベートブランド飲料の売上金

の一部を特定非営利活動法人TABLE  FOR TWOに寄付しています。

2019 年度は、 年間約2.7 万本分の寄付を四半期ごとに行いました。

※寄付金はTABLE FOR TWO International を通じて、開発途上国の

子供たちの学校給食に還元されています。

Â災害用備蓄品の提供による寄付

フードサービス事業部及びリテイル事業部では、ＮＥＣが推進する社会貢献活動に協力し

各地区に備蓄する災害用備蓄品（アルファ米、ビスケット）の賞味期限が切れる前に、食堂

や売店で販売し、その売上金の一部をＷＦＰ国連世界食糧計画へ寄付しています。

2019 年度は、10 ～ 1月に販売を行い、 3月に寄付を行いました。

告知ポスター

【災害備蓄品（例）】



Â復興支援型自販機設置による寄付

リテイル事業部では、復興支援型自販機を設置し、販売金額の一部を

復興支援団体（プロジェクト結コンソーシアム）に寄付しています。

2014 年 3月より2019 年度末までにＮＥＣ事業場等の施設内に累計で

５台を設置しています。

2019 年度は、毎月寄付を行いました。

Âエコキャップ回収による寄付

ウエルネスサービス事業部では、グリーンスイミングクラブ（玉川・溝の口 ）において

2008 年度から会員及びその家族と一体となってペットボトル （エコ）キャップの回収活動

を行っています。

2019 年度は、 エコキャップを２拠点合計で 約16万個回収し、ＮＰＯ法人「Ｒｅライフ

スタイル」に寄贈しました。

これまでに、エコキャップを累計で約500万個を回収・寄贈しています。これは開発途上

国に 約1.2 万人分のポリオワクチンを寄贈したことになります。
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復興支援型自販機

回収ボックス回収数推移

ӧΉ



（2） 地域貢献及び復興支援活動

当社は、地域や被災地を支援するため、諸々の活動をしています。

Â地域清掃活動

ウェルネスサービス事業部では、グリーンスイミングクラブ （玉川・溝の口）において、

年間を通した活動として、 スイミング会員と当社従業員が一体となった清掃活動を実施し

ています。

2019 年度は、8月に会員向けに実施した静岡県大瀬崎

でのサマーキャンプにおいて、ビーチ清掃を参加者50名

で実施し、多くのゴミを回収しました。

Â東日本大震災及び熊本地震、西日本豪雨災害復興支援活動

リテイル事業部では、 大規模地震や集中豪雨の被災地域を支援する活動を継続して実施

しています。

2019 年度は、物産品を集めた催事を売店やビルの会議室において以下のとおり開催しま

した。
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2019 年度催事開催実績

催事ポスター

ビーチ清掃実施後の記念写真
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（補足） 本レポートに掲載している当社活動に関連する「ＳＤＧｓロゴ」に関しての説明
です。

目標2
飢餓をゼロに

目標6
すべての人々に水と衛生
へのアクセスを確保する

目標11 
都市を包摂的、安全、レ
ジリエントかつ持続可能
にする

目標13 
気候変動とその影響に立
ち向かうため、緊急対策
を取る

目標15 
森林の持続可能な管理、
砂漠化への対処、土地劣
化の阻止および逆転、な
らびに生物多様性損失の
阻止を図る

目標4
すべての人々に包摂的かつ
公平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促進
する

目標7 
手ごろで信頼でき、持続可
能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する

目標12 
持続可能な消費と生産のパ
ターンを確保する

目標14 
海洋と海洋資源を保全し、
持続可能な形で利用する

出典：国際連合広報センターＨＰ
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「ＳＤＧｓ経営ガイド」 経済産業省
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